
近
世
日
本
思
想
史
を
考
え
る
場
合
、
儒
仏
論
争
は
、
一
つ
避
け
て

通
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
儒
仏
の
論
争
は
、
儒
教
側
の
「
排
仏
論
」

と
仏
教
側
の
「
護
教
諭
」
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、
儒

教
側
に
限
っ
て
い
う
と
、
近
世
の
儒
者
の
ほ
と
ん
ど
が
な
ん
ら
か
の

形
で
こ
の
論
争
に
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
近
世
初
頭
の
代
表

的
な
儒
学
者
林
羅
山
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
年
）
の
仏
教
を
排
斥
す

る
言
説
ｌ
林
羅
山
の
排
仏
論
ｌ
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。

林
羅
山
の
排
仏
論
に
関
す
る
研
究
は
早
く
か
ら
行
わ
れ
、
あ
る
程

（
１
）

度
ま
で
の
成
果
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
堀
勇
雄
氏
の
見
解
は
そ
の
代

始
め
に

林
羅
山
排
仏
論
の
一
考
察
１
１
朱
子
・
韓
愈
と
の
比
較
を
通
し
て
Ｉ

表
例
で
あ
る
。
堀
説
は
、
氏
以
前
の
研
究
史
を
踏
ま
え
た
上
で
提
示

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
在
で
も
有
力
な
一
説
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
氏
の
説
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
先
行
研
究

の
問
題
点
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
堀
氏
は
、

悪
山
は
）
儒
教
の
現
世
主
義
的
な
五
倫
五
常
の
観
点
に
立
っ
て
、

仏
教
の
来
世
的
・
出
世
間
的
傾
向
を
非
難
し
、
更
に
こ
う
し
た

理
論
的
排
撃
よ
り
進
ん
で
…
…
国
家
的
・
幕
府
的
見
地
か
ら
寺

院
の
社
会
経
済
機
構
に
お
け
る
失
費
を
指
摘
し
て
い
る
：
。
…
す

で
に
猩
窩
が
指
摘
し
た
如
く
、
朝
鮮
儒
学
の
偏
狭
・
固
晒
な
朱

子
学
一
辺
倒
の
学
風
を
受
け
（
夢
。

と
、
論
ず
る
。

こ
の
堀
氏
の
論
述
の
中
に
、
次
の
二
つ
の
欠
陥
が
あ
る
と
私
は
考

聾

穎
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え
る
。
一
つ
、
羅
山
は
仏
教
の
教
理
、
社
会
・
経
済
的
影
響
な
ど
の

面
か
ら
仏
教
を
排
斥
し
た
が
、
彼
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
中
の
ど
の
面

が
最
も
大
き
な
問
題
点
で
あ
る
か
。
も
う
一
つ
、
羅
山
の
排
仏
論
と

朱
子
の
排
仏
論
と
の
相
違
点
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
た
だ
羅
山
の
排
仏

論
は
「
儒
教
の
現
世
主
義
的
な
五
倫
五
常
の
観
点
」
を
持
ち
「
朱
子

学
一
辺
倒
」
だ
と
言
う
だ
け
で
は
、
羅
山
の
排
仏
論
の
特
徴
が
見
失

わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
以
下
の
二
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と

す
る
。
第
一
、
羅
山
か
ら
見
れ
ば
仏
教
の
ど
の
点
が
最
も
大
き
な
問

題
点
で
あ
る
か
、
第
二
、
羅
山
の
排
仏
論
は
朱
子
の
排
仏
論
と
ど
こ

が
違
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

羅
山
の
排
仏
論
の
特
色
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
本
稿
は
、

朱
子
の
排
仏
論
と
比
較
す
る
と
同
時
に
、
併
せ
て
唐
の
儒
者
韓
愈
（
七

六
八
～
八
二
四
年
）
の
排
仏
論
と
も
比
較
す
る
。
韓
愈
は
朱
子
以
前
の

排
仏
論
者
の
代
表
で
あ
り
、
彼
の
思
想
は
後
世
に
大
き
な
影
響
を
及

（
３
）

ぽ
し
後
述
す
る
よ
う
に
羅
山
も
韓
愈
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。

そ
れ
故
、
羅
山
が
朱
子
及
び
韓
愈
の
排
仏
論
と
ど
う
い
う
関
係
を

持
っ
て
い
た
の
か
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
羅
山
の
排
仏

論
の
形
成
及
び
そ
の
特
色
を
認
識
す
る
上
で
有
意
義
な
こ
と
だ
と
考

込
え
ブ
勾
○

（
二
仏
教
の
教
理
に
対
す
る
批
判

朱
子
は
仏
教
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

以
下
其
有
二
空
寂
之
説
一
而
不
告
累
二
於
物
欲
一
也
、
則
世
之
所
レ
謂

賢
者
好
レ
之
突
。
以
下
其
有
二
玄
妙
之
説
一
而
不
と
滞
二
於
形
器
一
也
、

則
世
之
所
レ
謂
智
者
悦
レ
之
突
。
以
下
其
有
二
生
死
輪
廻
之
説
一
而

自
謂
も
可
三
以
不
レ
倫
二
於
罪
苦
一
也
、
則
天
下
之
傭
奴
奨
蝉
薪
鳧

（
５
）

盗
賊
亦
詞
旬
而
帰
し
之
突
。

朱
子
は
こ
こ
で
、
仏
教
の
教
え
を
「
空
寂
之
説
」
「
玄
妙
之
説
」
「
生

死
輪
廻
之
説
」
に
分
け
て
、
そ
の
仏
教
批
判
を
展
開
し
て
い
る
の
で

あ
る
。ａ

、
「
生
死
輪
廻
之
説
」
に
つ
い
て

あ
る
仏
教
信
者
に
出
し
た
手
紙
の
中
で
、
朱
子
は
、

①
来
書
云
、
輪
回
因
果
之
説
、
造
妖
握
怪
以
証
し
愚
惑
レ
衆
、
故
達

磨
亦
排
．
斥
之
一
。
喜
窃
謂
、
輪
回
因
果
之
説
乃
仏
説
也
、
今

以
レ
仏
為
二
聖
人
一
而
斥
二
其
‐
言
一
至
二
於
如
面
此
、
則
老
兄
非
三
特

朱
子
の
排
仏
論
に
関
し
て
は
、
中
国
哲
学
の
分
野
を
中
心
に
し
て

（
４
）

研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
史
を
参
考
し
な

が
ら
、
自
分
な
り
に
朱
子
の
排
仏
論
を
捉
え
直
し
て
み
る
。

一
、
朱
子
の
排
仏
論
に
つ
い
て
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叛
二
孔
子
一
又
諾
し
仏
実
：
．
：
．
鳴
呼
吾
未
レ
見
下
聖
人
立
説
以
証
し
愚

（
６
）

惑
レ
衆
而
聖
人
之
徒
倒
し
戈
以
伐
中
其
師
上
也
。

と
い
う
。
こ
の
中
で
、
朱
子
は
相
手
の
来
害
の
内
容
を
借
用
し
な
が

ら
、
仏
教
の
因
果
輪
廻
説
が
「
証
愚
惑
衆
」
の
思
想
だ
と
指
摘
す
る
。

輪
廻
説
と
い
う
仏
教
教
理
の
基
本
に
つ
い
て
朱
子
は
完
全
に
否
定
的

な
立
場
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
こ
の
点
に
関
す
る
仏
教
側
の

反
省
に
対
し
て
、
朱
子
の
態
度
は
潮
笑
す
ら
思
わ
せ
る
。

ま
た
、
こ
の
輪
廻
説
と
関
連
す
る
仏
教
の
禍
福
報
応
説
に
つ
い
て

朱
子
は
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

②
先
生
（
朱
子
）
説
及
二
俗
人
之
奉
レ
仏
者
一
、
毎
晨
拝
鮠
備
至
、

及
一
一
其
老
一
也
体
多
健
康
、
以
為
獲
二
福
於
仏
一
。
不
し
知
其
日
労
二

（
７
）

筋
骨
一
、
其
他
節
ョ
省
運
。
用
血
気
一
、
所
以
安
也
。

つ
ま
り
、
朱
子
は
「
日
労
筋
骨
」
や
「
節
省
運
用
血
気
」
と
い
う
生

理
学
的
な
観
点
か
ら
「
毎
晨
拝
脆
備
至
」
と
「
及
其
老
也
体
多
健
康
」

と
の
間
の
関
係
を
説
明
し
、
仏
に
祈
っ
た
か
ら
健
康
の
福
を
も
ら
っ

た
の
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
仏
教
の
輪
廻
・
報
応
説
に
関
す
る
朱
子
の
議
論
は
、

彼
の
排
仏
論
の
中
で
非
常
に
少
な
い
分
量
し
か
占
め
て
い
な
い
。
史

料
①
よ
り
察
知
で
き
る
よ
う
に
、
当
時
、
仏
教
内
部
か
ら
の
反
省
も

始
ま
っ
て
い
た
し
、
朱
子
か
ら
見
れ
ば
、
輪
廻
・
報
応
の
説
は
自
明

の
膠
論
で
あ
り
、
理
論
的
に
排
斥
す
べ
き
中
心
的
事
柄
で
は
な
か
つ

た
○

ｂ
、
「
玄
妙
之
説
」
に
つ
い
て

朱
子
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

③
道
之
在
二
天
下
一
、
一
人
説
．
取
一
般
一
。
禅
ｌ
家
最
説
。
得
高
妙
一

去
…
：
・
後
来
仏
氏
又
放
開
説
、
大
決
二
藩
離
一
更
無
二
下
落
一
愈
高

愈
妙
、
吾
儒
多
有
二
折
而
入
Ｆ
之
。
把
二
聖
ｌ
賢
言
ｌ
語
一
来
看
、

（
８
）

全
不
レ
如
レ
此
・
：
…
有
二
学
問
一
底
人
便
不
レ
被
二
乞
惑
一
．

こ
こ
で
、
朱
子
は
ま
ず
仏
教
の
説
が
「
高
妙
」
で
、
儒
者
の
中
で
も

仏
教
を
信
ず
る
人
が
多
く
い
る
こ
と
を
述
べ
、
仏
教
教
理
の
奥
深
さ

を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
だ
が
、
仏
教
の
教
え
は
「
聖
賢

言
語
」
と
違
い
、
「
有
学
問
底
人
」
は
そ
れ
に
惑
わ
さ
れ
な
い
。
朱

子
が
こ
こ
で
い
う
「
聖
賢
言
語
」
や
「
学
問
」
と
は
、
一
体
何
を
指

し
て
い
る
か
。

『
大
学
章
句
』
の
序
文
に
、

（
９
）

④
異
端
虚
無
寂
滅
之
教
其
高
過
二
於
大
学
一
而
無
し
実
。

と
い
う
朱
子
の
論
が
あ
る
。
「
寂
滅
」
Ⅱ
仏
教
の
教
え
は
、
そ
れ
が
『
大

学
』
の
所
説
よ
り
も
一
見
は
る
か
に
高
遠
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え

る
が
、
そ
こ
に
は
「
無
し
実
」
、
無
内
容
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

朱
子
が
こ
こ
で
指
摘
す
る
「
無
実
」
の
具
体
的
な
内
容
は
何
で
あ

ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、
次
の
「
空
寂
之
説
」
と
あ
わ
せ

て
考
察
す
る
。

87 林羅山排仏論の一考察



⑦
直
（
釈
氏
）
之
所
謂
心
所
謂
性
者
、
只
是
箇
空
底
物
事
、
無
し
理
。

⑧
釈
氏
虚
、
吾
儒
実
。
釈
氏
二
、
吾
儒
一
・
釈
氏
以
二
事
理
一
為
し

（
Ｍ
）

不
二
緊
ｌ
要
一
而
不
二
理
Ｉ
会
一
・

つ
ま
り
、
儒
教
と
仏
教
と
で
は
「
性
」
に
対
す
る
認
識
が
違
う
。
仏

教
で
説
か
れ
る
「
心
」
や
「
性
」
は
「
空
底
物
事
」
で
あ
っ
て
、
理

が
な
い
。
「
虚
・
実
」
の
区
別
も
こ
の
理
を
重
視
す
る
か
否
か
の
点

へ

1

Ｃ
、
「
空
寂
之
説
」
に
つ
い
て

朱
子
は
、
「
吾
儒
心
雛
レ
虚
而
理
則
実
。
若
二
釈
氏
一
則
一
向
帰
二
空

ｌ
（
、
）

寂
一
去
了
」
と
い
い
、
儒
学
の
「
心
雛
虚
而
理
則
実
」
に
対
し
て
仏

教
は
「
一
向
帰
空
寂
去
了
」
と
批
判
す
る
。
史
料
⑤
は
こ
の
点
を
よ

り
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。

⑤
明
徳
者
人
之
所
し
得
二
乎
天
一
、
而
虚
霊
不
レ
昧
以
具
二
衆
理
一
而

応
二
万
事
一
者
也
。
禅
家
則
但
以
二
虚
霊
不
し
昧
者
一
為
し
性
、
而

（
Ⅲ
）

無
下
以
具
二
衆
理
一
以
下
之
事
上
。

つ
ま
り
、
「
明
徳
」
ｌ
人
間
の
善
な
る
本
性
ｌ
は
「
虚
霊
不
味
」
と

い
う
状
態
を
保
ち
な
が
ら
「
具
衆
理
而
応
万
事
」
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
対
し
て
仏
教
は
「
虚
霊
不
昧
者
」
を
も
っ
て
性
と
な
し
て
、

「
具
衆
理
而
応
万
事
」
の
部
分
は
欠
落
し
て
い
る
。
朱
子
の
こ
の
議

論
は
、
儒
仏
の
異
同
を
め
ぐ
る
思
索
を
心
性
論
の
領
域
ま
で
進
展
さ

せ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
も
い
う
。

⑥
儒
釈
言
し
性
異
処
、
只
是
釈
言
レ
空
儒
言
し
実
、
釈
言
し
無
儒
言
レ

ー
（
吃
）

有
。

3
…

非
し
性
、
而
以
二
眼
前
作
用
一
為
占
性
、
是
也
。
此
只
是
源
１
頭
‐

（
Ⅳ
）

処
錯
Ｉ
了
。

と
い
う
。
つ
ま
り
、
仏
教
が
「
仁
義
礼
智
」
で
は
な
く
て
「
眼
前
作

用
」
を
性
と
み
な
す
と
こ
ろ
は
、
そ
の
根
本
的
な
誤
り
で
あ
る
。

こ
の
「
性
」
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
朱
子
は
更
に
論
じ
る
。

⑩
或
問
、
孟
子
言
二
尽
レ
心
知
レ
性
存
し
心
養
Ｆ
性
、
而
釈
氏
之
学
亦

以
二
識
し
心
見
形
性
為
し
本
、
其
道
豈
不
三
亦
有
二
偶
同
者
一
耶
。
朱

子
日
、
儒
仏
之
所
二
以
不
Ｆ
同
正
以
二
是
一
言
一
耳
…
…
性
也
者

に
あ
る
。

こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
朱
子
が
な
ぜ
仏
教
を
「
空
寂
之
説
」

と
見
て
い
た
か
、
そ
の
理
由
が
判
明
で
き
た
と
思
う
。
つ
ま
り
、
仏

教
が
人
間
の
本
性
を
「
理
」
で
は
な
く
て
「
空
（
虚
）
」
と
見
て
い

る
た
め
で
あ
る
。

心
性
論
の
面
で
仏
教
を
批
判
す
る
場
合
、
朱
子
は
ま
た
「
釈
氏
専

（
旧
）

以
二
作
用
一
為
し
性
」
の
点
を
指
摘
す
る
。

『
孟
子
』
の
「
告
子
日
、
生
之
謂
レ
性
」
に
対
し
て
朱
子
は
、
「
生
、

指
二
人
物
之
所
以
知
覚
運
動
者
一
而
言
。
告
子
論
し
性
：
：
：
与
二
近
世
佛

（
略
）

氏
所
謂
作
用
是
性
者
一
略
相
似
」
と
解
釈
し
、
仏
教
の
「
作
用
是
性
」

の
認
識
が
告
子
の
知
覚
運
動
を
「
性
」
と
見
な
す
思
想
と
近
い
と
い

う
の
で
あ
る
。
朱
子
は
ま
た
、

⑨
釈
氏
棄
．
了
道
心
一
、
却
取
二
人
心
之
危
者
一
而
作
．
用
之
一
。
遣
二

其
精
者
一
、
取
二
其
粗
者
一
以
為
レ
道
。
如
下
以
二
仁
義
礼
智
一
為
し
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絶
し
之
、
難
し
至
下
於
反
。
易
天
常
一
珍
刺
減
人
理
上
而
不
レ
顧
也
。

こ
こ
で
、
朱
子
は
ま
ず
「
性
」
「
情
」
「
心
」
の
意
味
と
三
者
の
関
係

を
述
べ
彼
の
「
心
統
性
情
」
説
の
基
本
を
提
示
し
た
。
そ
こ
で
、
仏

教
の
過
ち
が
「
不
賭
夫
性
之
本
然
」
の
点
に
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ

る
。
更
に
、
朱
子
は
、
仏
教
の
誤
っ
た
心
性
論
が
「
反
易
天
常
珍
滅

人
理
」
の
悪
果
を
生
み
出
す
こ
と
を
指
摘
す
る
。

『
朱
子
語
類
』
に
、
次
の
興
味
深
い
会
話
が
あ
る
。

⑪
問
、
釈
氏
之
失
、
一
是
自
利
、
厭
二
死
生
一
而
学
大
本
已
非
。
二

是
滅
二
人
倫
一
。
三
是
逵
求
二
上
達
一
不
し
務
二
下
学
一
、
偏
而
不
し
該
・

（
的
）

茱
子
）
日
、
未
し
須
二
如
レ
此
立
Ｆ
論
。

仏
教
の
「
厭
死
生
」
「
滅
絶
人
倫
」
「
不
務
下
学
」
な
ど
の
こ
と
を
一
々

批
判
す
る
よ
り
は
、
も
っ
と
焦
点
を
集
中
さ
せ
る
べ
き
だ
と
朱
子
は

言
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
門
人
た
ち
が
求
め
ら
れ
た
の
は
、
右
の
朱
子

学
の
心
性
論
、
こ
の
基
本
的
な
立
場
に
基
づ
く
仏
教
批
判
で
あ
ろ
う
。

以
上
朱
子
は
、
仏
教
の
、
性
を
空
と
見
な
し
「
作
用
」
と
見
な
す

所
説
に
自
分
の
排
仏
論
の
重
点
を
置
い
た
。
人
間
の
本
性
に
対
す
る

へ

1

天
之
所
下
以
命
二
乎
人
一
而
具
中
乎
心
上
者
也
。
情
也
者
性
之
所
下
以

応
二
乎
物
一
而
出
中
乎
心
上
者
也
。
心
也
者
人
之
所
下
以
主
二
乎
身
一

而
以
統
中
性
‐
情
上
者
也
．
．
…
・
至
下
其
所
二
以
識
Ｐ
心
者
上
則
必
別

立
二
一
心
一
以
識
二
此
心
一
、
而
其
所
謂
見
レ
性
者
又
未
三
嘗
賭
二
夫

民
之
衷
物
之
則
一
也
。
既
不
レ
賭
二
夫
性
之
本
然
一
則
物
之
所
レ
感

情
之
所
レ
発
、
皆
不
レ
得
二
其
道
理
一
。
於
是
概
以
為
二
己
累
而
尽

8
ー

（
三
仏
教
の
社
会
的
な
影
響
に
対
す
る
批
判

朱
子
は
「
堯
舜
三
代
之
世
無
浮
屠
氏
、
乃
比
屋
可
封
天
下
太
平
。

（
加
）

及
其
後
有
浮
屠
而
為
悪
者
満
天
下
」
と
い
い
、
仏
教
の
社
会
的
な
悪

影
響
を
指
摘
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
以
下
の
史
料
の
中
で
朱
子
は
更
に
具
体
的
に

論
じ
た
。

⑫
自
三
浮
屠
氏
入
二
中
国
一
善
之
名
便
錯
了
。
渠
把
レ
奉
レ
仏
為
し
善
、

誤
っ
た
認
識
は
仏
教
教
理
の
根
本
的
な
問
題
点
だ
、
と
朱
子
は
考
え

た
の
で
あ
る
。

居
し
之
、
以
相
ｌ
従
陥
二
於
無
し
父
無
し
君
之
域
一
而
不
中
自
‐
覚
上
・

⑫
で
は
、
人
々
が
寺
院
を
建
て
僧
侶
を
養
う
な
ど
の
こ
と
を
「
善
」

と
し
て
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
当
の
善
の
行
動
で
は
な
い
、
と

朱
子
が
い
う
。
⑬
で
は
、
仏
教
の
害
悪
を
段
階
的
に
説
く
。
は
じ
め
、

「
愚
俗
」
の
人
々
が
仏
教
の
「
禍
福
報
応
之
説
」
に
引
か
れ
、
衣
食

の
面
で
僧
侶
を
助
け
る
、
其
の
後
「
有
国
家
者
」
は
田
圃
を
寄
進
し

た
り
寺
院
用
地
を
提
供
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
、
更
に
進
ん
で
、

人
々
が
相
次
い
で
出
家
し
て
「
無
父
無
君
之
域
」
に
陥
っ
て
し
ま
う
、

如
下
修
二
橋
道
一
造
占
路
猶
有
し
益
二
於
人
一
、
以
二
斎
し
僧
立
恒
寺

Ｉ
！
）

為
し
善
、
善
安
在
。

⑬
其
始
者
、
禍
福
報
応
之
説
又
足
下
以
鉗
。
制
愚
俗
一
、
以
為
中
資
．

足
衣
食
一
之
計
上
。
遂
使
下
有
二
国
家
一
者
割
レ
田
以
贈
し
之
択
地
以

へ

22
ー
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と
論
じ
、
仏
教
や
老
荘
が
「
三
綱
五
坐

為
子
綱
夫
為
婦
綱
。
五
常
、
謂
仁
義

に
対
し
て
強
く
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

と
朱
子
は
い
う
の
で
あ
る
。

二
九
○
年
四
月
、
朱
子
は
地
方
官
僚
と
し
て
福
建
に
赴
任
し
た
。

当
時
の
地
元
で
は
、
女
性
信
者
の
出
家
が
風
潮
に
な
っ
て
い
た
よ
う

で
、
朱
子
は
「
勧
二
女
道
還
俗
一
榛
」
と
い
う
題
で
告
示
を
出
し
女
性

の
出
家
を
禁
止
し
よ
う
と
し
た
。
次
は
、
こ
の
告
示
の
一
部
で
あ
る
。

⑭
降
及
二
後
世
一
礼
教
不
し
明
、
仏
法
魔
宗
乗
し
間
窃
発
、
唱
為
二
邪

説
一
惑
。
乱
人
心
一
、
使
二
人
男
大
不
レ
婚
女
長
不
咳
嫁
、
謂
二
之
出

家
修
道
一
妄
希
二
来
生
福
報
一
。
若
使
三
挙
世
之
人
尽
。
従
其
説
一
、

則
不
レ
過
二
百
年
一
便
無
二
人
種
一
、
天
地
之
間
者
為
二
禽
獣
之
区
一
・

而
父
子
之
親
君
臣
之
義
、
有
二
国
家
一
者
所
。
以
欲
ｒ
持
二
綱
紀
之

（
羽
）

具
一
、
皆
無
し
所
し
施
実
。

こ
こ
で
、
出
家
が
盛
ん
の
た
め
に
夫
婦
間
の
倫
理
が
破
壊
さ
れ
「
人

種
」
さ
え
絶
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
、
と
朱
子
が
指
摘
す
る
。

こ
れ
が
原
因
で
、
「
父
子
之
親
、
君
臣
之
義
」
な
ど
の
道
徳
規
範
も

そ
の
実
践
す
る
場
が
失
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
、
朱
子
は
出
家
の
悪

果
の
重
さ
に
注
意
を
呼
び
か
け
た
の
で
あ
る
。

朱
子
は
ま
た
、

⑮
仏
老
之
学
不
レ
待
二
深
弁
而
明
一
。
只
是
廃
二
三
綱
五
常
一
這
一
事

（
鯉
）

已
是
極
大
罪
名
、
其
他
更
不
し
消
し
説
。

と
論
じ
、
仏
教
や
老
荘
が
「
三
綱
五
常
」
ｌ
「
三
綱
、
謂
君
為
臣
綱
父

（
お
）

為
子
綱
夫
為
婦
綱
。
五
常
、
謂
仁
義
禮
智
信
」
ｌ
を
廃
棄
す
る
こ
と

不
三
即
し
此
以
定
二
取
捨
一
也
。

右
の
史
料
を
見
る
限
り
、
朱
子
が
仏
教
の
「
滅
絶
人
倫
」
「
反
易
天

常
珍
滅
人
類
」
の
こ
と
を
重
視
し
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
そ

う
で
は
な
く
て
、
朱
子
が
こ
の
人
倫
問
題
を
起
こ
し
た
根
本
的
な
原

因
を
も
っ
と
突
き
詰
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
つ
ま

り
前
説
し
た
、
心
性
論
の
面
に
お
け
る
問
題
で
あ
る
。

以
上
、
仏
教
の
教
理
と
仏
教
の
社
会
的
な
影
響
に
お
け
る
朱
子
の

排
仏
論
を
考
察
し
て
き
た
。
こ
の
二
つ
の
領
域
の
う
ち
、
朱
子
の
仏

教
批
判
の
力
点
が
心
性
論
の
面
に
置
か
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
と
い
え
る
。

朱
子
が
五
倫
五
常
の
道
徳
規
範
を
重
視
し
そ
の
排
仏
論
も
人
倫
問

題
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
当
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
朱
子
に
は

一
見
こ
の
観
点
と
矛
盾
す
る
よ
う
な
発
言
も
あ
る
。

⑪
問
、
釈
氏
之
失
、
一
是
自
利
厭
二
死
生
一
而
学
大
本
已
非
。
二
是

滅
‐
絶
二
人
倫
一
・
三
是
逵
求
二
上
達
一
不
し
務
二
下
学
一
、
偏
而
不
し
該
。

（
妬
）

日
、
未
し
須
二
如
レ
此
立
Ｆ
論
。

⑯
窃
（
朱
子
）
謂
但
当
下
益
．
進
吾
学
一
以
求
中
所
し
安
之
是
非
上
、
則

彼
之
所
祠
以
不
し
安
二
於
吾
儒
之
学
一
而
必
求
二
諸
釈
氏
一
然
後
安
上

者
必
有
下
可
二
得
而
言
一
者
上
突
。
所
し
安
之
是
非
既
判
則
所
し
謂

反
コ
易
天
常
一
珍
。
減
人
類
一
者
、
論
し
之
亦
‐
可
不
レ
論
亦
ｌ
可
。

（
”
）

固’
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こ
こ
で
は
、
前
説
の
朱
子
の
見
解
と
比
較
し
な
が
ら
羅
山
の
排
仏

論
を
考
察
す
る
。
以
下
、
（
ご
仏
教
の
教
理
に
対
す
る
批
判
、
（
二
）

仏
教
の
社
会
的
な
影
響
に
対
す
る
批
判
の
二
点
に
分
け
て
具
体
的
に

検
討
す
る
。

（
二
仏
教
の
教
理
に
対
す
る
批
判

ａ
、
因
果
報
応
説
へ
の
否
定

儒
仏
の
異
同
や
優
劣
を
め
ぐ
っ
て
、
羅
山
は
手
紙
を
通
し
て
仏
教

（
犯
）

信
者
の
文
化
人
松
永
貞
徳
と
や
り
取
り
を
し
た
。
二
人
の
書
簡
が
後

（
羽
）

に
『
儒
仏
問
答
』
の
題
で
編
集
・
刊
行
さ
れ
た
。

『
儒
仏
問
答
』
の
中
で
、
羅
山
は
「
勧
善
の
書
と
て
、
仏
の
こ
と

書
た
る
物
あ
り
、
是
又
い
ろ
い
ろ
因
果
と
か
や
い
ふ
こ
と
し
る
せ
る

（
釦
）

と
み
え
た
り
」
と
い
い
、
仏
教
の
因
果
報
応
説
に
注
意
を
払
っ
た
。

羅
山
は
ま
た
、

平
相
国
も
し
東
大
寺
焼
亡
せ
し
と
が
に
よ
り
、
火
の
病
を
う
け

ん
と
な
ら
は
、
医
書
に
の
こ
る
処
の
熱
病
は
皆
寺
や
き
た
る
因

果
に
や
：
．
・
・
・
又
東
大
寺
焼
ざ
れ
と
も
や
む
も
の
有
。
又
西
海
に

（
訓
）

て
平
族
皆
滅
亡
せ
し
も
此
故
と
い
へ
り
。
非
也
。

と
論
じ
た
。
つ
ま
り
、
清
盛
の
熱
病
や
平
家
の
滅
亡
は
、
す
べ
て
清

二
、
林
羅
山
の
排
仏
論
に
つ
い
て

盛
が
東
大
寺
を
焼
亡
し
た
か
ら
起
こ
っ
た
「
因
果
」
だ
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
羅
山
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
こ
と
は
寺
院
の
焼
失
と
関

係
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
羅
山
は
、
仏
教
の
因
果
報
応
説
を
完
全
に
否
定
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
前
述
し
た
朱
子
が
仏
教
の
「
輪
廻
・
報

応
」
説
を
否
定
す
る
観
点
と
違
わ
な
い
。

ｂ
、
「
仏
虚
儒
実
」
に
つ
い
て

羅
山
の
排
仏
論
の
中
に
、
「
仏
虚
儒
実
」
の
文
句
が
多
出
す
る
。

例
え
ば
、
次
の
用
例
が
あ
る
。

（
犯
）

⑰
夫
儒
者
実
而
仏
氏
虚
、
天
下
惑
二
於
虚
実
一
久
美
。

こ
れ
は
、
前
掲
資
料
の
⑥
⑧
な
ど
の
朱
子
の
議
論
を
想
起
さ
せ
る
が
、

羅
山
の
こ
の
「
仏
虚
儒
実
」
観
は
朱
子
の
見
解
と
果
た
し
て
同
じ
で

あ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
察
し
て
み
る
。

羅
山
は
『
儒
仏
問
答
』
の
中
で
、

仏
虚
儒
実
之
事
不
用
之
由
。
若
夫
佛
書
の
中
に
偽
お
ほ
き
こ
と

を
引
出
し
侍
ら
ぱ
。
い
か
か
口
を
ひ
ら
き
給
は
ん
や
…
．
：
佛
虚

説
を
は
。
こ
こ
に
引
出
す
に
を
よ
は
す
。
其
本
に
て
皆
々
偽
な

（
詔
）

る
事
を
分
別
あ
る
べ
し
。

と
論
じ
、
「
仏
虚
」
の
「
虚
」
が
「
虚
誰
」
や
「
偽
」
で
あ
る
、
と

主
張
す
る
。

更
に
、
羅
山
は
以
下
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
発
言
を
し
て
い
る
。

⑱
若
又
其
格
物
を
な
さ
ん
と
思
ひ
給
は
は
、
ち
と
づ
っ
な
り
と
も
、
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儒
学
を
も
し
て
見
給
へ
・
其
時
合
点
少
参
る
事
も
有
へ
し
。
兎

角
其
源
を
探
り
尋
て
こ
そ
末
流
も
汲
み
れ
ん
す
れ
、
只
一
個
諾

（
災
）

胡
の
諄
諄
と
云
置
た
る
事
を
信
せ
ん
も
、
は
か
な
き
に
や
。

⑲
夫
仏
者
、
一
黙
胡
、
而
夷
狄
之
法
也
。
変
神
国
為
黙
胡
之
国
、

（
弱
）

髻
如
下
喬
木
而
入
幽
谷
、
君
子
之
所
不
取
也
。

こ
こ
で
、
羅
山
は
儒
教
を
「
儒
学
」
と
呼
ぶ
に
対
し
て
、
仏
教
を
「
一

個
黙
胡
」
の
い
い
お
い
た
こ
と
だ
と
言
う
。
「
黙
胡
」
は
、
狡
滑
な

辺
地
の
人
と
い
う
意
味
な
の
で
、
羅
山
が
こ
の
よ
う
な
呼
称
を
用
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
全
体
に
不
誠
実
・
低
劣
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ

を
与
え
た
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
は
、
前
述
し
た
「
仏
虚
儒
実
」
の
議
論
の
中
で
羅
山
が
仏

教
を
「
虚
誰
」
や
「
偽
」
と
見
な
す
の
と
相
通
ず
る
認
識
が
あ
る
、

と
考
え
ら
れ
る
。

羅
山
は
、
仏
を
「
黙
胡
」
だ
と
呼
ぶ
だ
け
で
な
く
て
ま
た
仏
教
を

「
夷
狄
之
法
」
と
か
「
一
難
胡
」
の
教
え
と
か
い
う
。
こ
れ
ら
の
表

現
か
ら
見
れ
ば
、
羅
山
が
仏
教
に
対
し
て
確
か
に
軽
蔑
的
な
意
識
を

持
っ
て
い
た
、
と
い
え
る
。

な
お
、
羅
山
は
『
儒
仏
問
答
』
の
ほ
か
の
個
所
で
も
イ
ン
ド
を
「
夷

狄
」
だ
と
呼
ん
で
い
た
。

⑳
上
宮
太
子
の
記
に
、
日
本
後
世
夷
を
好
み
て
遂
に
蒙
古
に
国
を

奪
れ
ん
と
云
云
。
あ
あ
太
子
何
そ
後
代
を
い
ふ
や
。
其
身
已
夷

狄
の
法
を
こ
の
み
て
身
は
日
本
の
王
子
と
い
へ
と
も
、
心
は
早

ｌ
（
妬
）

く
天
竺
の
夷
狄
也
。

ま
た
、
羅
山
の
神
道
関
係
の
著
述
を
見
る
と
、
彼
は
「
奈
何
遠
移
天

（
訂
）

竺
之
胡
鬼
近
証
我
朝
之
霊
神
哉
」
と
い
い
、
イ
ン
ド
の
神
霊
を
「
胡

鬼
」
と
呼
び
日
本
の
神
様
を
「
霊
神
」
と
呼
ん
で
い
る
。
中
国
伝
来

の
中
華
思
想
の
変
容
・
日
本
的
中
華
思
想
の
展
開
と
い
う
問
題
を
考

（
記
）

え
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
は

そ
こ
ま
で
論
じ
る
こ
と
は
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
一
つ
だ
け
述

べ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
朱
子
が
仏
を
「
黙
胡
」
と

呼
ん
だ
こ
と
も
な
い
し
、
イ
ン
ド
を
「
夷
狄
」
と
呼
ん
だ
こ
と
も
殆

（
釣
）

ど
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

朱
子
が
仏
教
や
イ
ン
ド
を
呼
ぶ
場
合
、
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
六

の
「
釈
氏
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
象
徴
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一

番
多
く
使
っ
た
称
呼
は
「
釈
氏
」
で
あ
る
。
そ
の
外
、
「
仏
（
禅
）
家
、

仏
法
、
仏
（
禅
）
学
」
と
「
西
域
僧
」
の
よ
う
な
呼
び
方
で
あ
る
。

朱
子
は
仏
教
や
イ
ン
ド
の
こ
と
に
対
し
て
「
夷
狄
」
な
ど
の
よ
う
な

（
㈹
）

蔑
視
的
な
表
現
を
用
い
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
唐
の
韓
愈
は
仏
教
を
「
夷
狄
之
法
」
と
呼
ん
で
い
た
。

ｌ
（
剣
）

⑳
仏
者
夷
狄
之
一
法
耳
…
．
：
夫
仏
本
夷
狄
之
人
。

⑳
孔
子
之
作
二
春
秋
一
也
、
諸
侯
用
二
夷
礼
一
則
夷
し
之
、
進
二
於
中

国
一
則
中
。
国
之
一
。
経
日
、
夷
狄
之
有
レ
君
不
レ
如
二
諸
夏
之
亡
一
。

詩
日
、
戎
狄
是
麿
荊
野
是
懲
。
今
也
挙
二
夷
狄
之
法
一
而
加
二
之

（
蛇
）

先
王
之
教
之
上
一
、
幾
何
其
不
二
胄
而
為
咳
夷
也
。
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右
の
よ
う
に
、
仏
教
を
批
判
す
る
場
合
、
朱
子
よ
り
韓
愈
の
方
が
意

識
的
に
「
夷
狄
」
の
言
葉
を
使
用
し
て
い
た
。

羅
山
は
『
儒
仏
問
答
』
の
中
で
、
韓
愈
の
議
論
を
引
用
し
な
が
ら

「
韓
子
日
、
夫
仏
は
夷
狄
の
一
法
而
已
と
い
へ
る
も
」
と
自
説
を
展

（
“
）

開
し
た
。
羅
山
が
仏
教
の
上
に
軽
蔑
、
不
信
な
イ
メ
ー
ジ
を
造
ろ
う

と
し
た
の
は
、
韓
愈
か
ら
の
影
響
が
あ
る
、
と
私
は
思
う
。
以
下
で

検
討
す
る
羅
山
の
韓
愈
論
の
一
部
が
そ
の
裏
付
け
に
な
る
。

結
論
を
先
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
が
、
朱
子
も
そ
の
高
弟
の
陳
淳

も
韓
愈
の
排
仏
論
を
批
判
し
た
の
に
対
し
て
、
羅
山
が
韓
愈
の
そ
れ

に
寛
容
ま
た
は
擁
護
す
る
態
度
を
取
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

陳
淳
が
『
性
理
字
義
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
韓
愈
を
論
じ
た
。

⑳
韓
公
学
無
二
源
１
頭
ｌ
処
一
。
如
二
原
道
一
篇
一
鋪
。
叙
許
多
節
目
一
、

亦
可
レ
謂
レ
見
祠
得
道
之
大
用
流
。
行
於
天
下
一
底
分
暁
上
、
但
不
レ

知
三
其
体
本
具
二
於
吾
身
一
、
故
於
二
反
し
身
内
省
処
一
殊
無
二
細
密

工
夫
一
。
只
是
与
二
張
ｌ
籍
ｌ
輩
一
吟
詩
飲
酒
度
し
日
、
其
中
自
無
し

処
二
執
守
一
、
到
．
得
後
来
潮
陽
之
艇
一
、
寂
莫
無
靭
中
、
遂
不
レ

其
平
昔
排
二
仏
老
之
説
一
・

（
妬
）

羅
山
は
『
性
理
字
義
諺
解
』
の
中
で
、
陳
淳
の
こ
の
韓
愈
評
価
に
対

し
て
異
議
を
唱
え
た
。
羅
山
の
反
論
は
以
下
の
手
順
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
た
。

彼
は
ま
ず
こ
の
段
落
を
ほ
ぼ
忠
実
に
日
本
語
に
書
き
替
え
た
。
し

覚
下
為
三
大
顛
説
二
道
理
一
動
了
上
、
故
悦
レ
首
与
し
之
同
遊
、

へ

44
ー

琴,顎

か
し
、
こ
の
和
訳
の
直
ぐ
後
に
、
羅
山
は
、

韓
力
作
ル
原
道
ニ
モ
仏
骨
表
ニ
モ
浮
屠
文
暢
二
与
ル
序
ニ
モ
、

其
余
ノ
詩
文
ニ
モ
、
多
ク
仏
者
ト
老
者
ト
ヲ
排
ヒ
ス
ッ
。
進
学

ニ
モ
、
酷
排
釈
氏
卜
云
ヘ
リ
。

と
書
き
加
え
た
。
李
漢
は
韓
愈
の
弟
子
で
文
集
の
編
集
者
で
も
あ
る
。

こ
の
「
酷
排
釈
氏
」
の
評
価
は
李
漢
が
韓
愈
の
一
生
を
総
括
し
て
出

し
た
評
価
で
あ
る
。
李
、
陳
両
者
の
韓
愈
評
価
は
同
じ
も
の
で
は
な

い
。
羅
山
が
両
者
の
相
違
を
無
理
解
の
ま
ま
で
引
用
し
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
の
で
、
羅
山
が
こ
こ
で
李
漢
説
を
引
用
し
た
事
実
の
中
に

陳
淳
の
韓
愈
論
を
反
溌
し
よ
う
と
い
う
彼
の
姿
勢
が
見
い
だ
せ
る
。

羅
山
の
解
説
が
続
く
。
彼
は
「
原
道
」
「
論
仏
骨
表
」
「
与
孟
尚
書

害
」
な
ど
韓
愈
排
仏
論
の
代
表
作
や
韓
愈
と
張
籍
な
ど
の
僧
侶
や
仏

教
信
者
と
の
交
友
状
況
を
紹
介
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト

を
加
え
た
。

⑳
韓
力
大
顛
二
与
フ
ル
三
篇
ノ
書
ハ
、
偽
作
ナ
リ
、
韓
ヵ
作
ニ
ァ

ラ
ス
、
仏
ヲ
好
ム
モ
ノ
、
カ
コ
ッ
ケ
テ
作
ル
ト
云
人
モ
ァ
リ
。

或
ハ
此
三
篇
、
韓
ニ
ア
ラ
ス
ン
ハ
、
作
ル
コ
ト
ァ
タ
ハ
ジ
卜
云

（
妬
）

解
ニ
モ
、
岻
排
異
端
援
斥
仏
老
卜
云
ヘ
リ
。
李
漢
ヵ
韓
文
ノ
序

人
モ
ア
リ
。
朱
子
ハ
此
害
韓
力
作
ナ
リ
ト
思
ヘ
リ
。
仏
ヲ
好
テ

作
ニ
ァ
ラ
ス
。
韓
既
二
僧
澄
観
文
暢
等
ト
会
合
ス
ル
コ
ト
ァ
リ
、

潮
州
二
寂
実
ノ
時
、
大
顛
卜
相
逢
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
、
ナ
ン
ソ
不

可
ト
セ
ン
ヤ
。
北
渓
力
韓
ヲ
識
ル
コ
ト
、
程
朱
ノ
本
意
ナ
ル
ヘ
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⑳
韓
公
之
学
見
二
於
原
道
一
者
、
雛
し
有
三
以
識
二
夫
大
用
之
流
行
一
、

而
於
二
本
然
之
全
体
一
則
疑
三
其
有
二
所
未
Ｐ
賭
。
且
於
二
日
用
之

（
⑲
）

間
一
亦
未
見
四
其
有
三
以
存
養
省
察
而
体
二
之
於
身
一
也
。

と
論
じ
た
。
前
掲
史
料
⑳
の
陳
淳
の
韓
愈
論
も
こ
の
朱
子
の
説
を
踏

ま
え
た
内
容
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑳
で
羅
山
が
言
う
「
程
朱
ノ
本
意
」

も
こ
の
朱
子
の
韓
愈
論
を
指
す
に
違
い
な
い
・
こ
こ
で
、
朱
子
は
「
於

本
然
之
全
体
則
疑
其
有
所
未
賭
」
、
「
未
見
其
有
以
存
養
省
察
而
体
之

集
考
異
』
の
中
で
、

シ
○
然
し
ト
モ
醇
文
清
日
、
程
朱
ノ
退
之
ヲ
議
ス
ル
ハ
、
惜
テ

備
つ
ぶ
さ
な
ら
ん
ヲ
責
ル
ナ
ル
ヘ
シ
、
後
人
若
程
朱
ニ
ァ
ラ
ス

（
奴
）

シ
テ
、
韓
ヲ
識
ル
ハ
、
己
力
量
ヲ
知
ラ
サ
ル
ナ
リ
。

韓
愈
が
仏
教
に
好
感
を
持
っ
た
、
そ
の
証
拠
の
一
つ
は
、
彼
の
作
だ

と
い
わ
れ
る
三
通
の
「
与
大
顛
師
書
」
の
書
簡
だ
と
い
わ
れ
て
い
た
。

そ
れ
故
、
韓
愈
以
後
、
こ
れ
ら
の
書
簡
の
真
偽
を
め
ぐ
る
諸
説
が
立

て
ら
れ
た
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
羅
山
が
こ
れ
ら
の
諸
説
の

（
妃
）

中
で
、
朱
子
の
「
此
書
韓
力
作
ナ
リ
」
の
説
に
従
お
う
と
し
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
史
料
⑳
で
、
陳
淳
は
、
韓
愈
と
大
顛
の
交
遊
を
非
難
し
た

に
対
し
て
、
羅
山
は
＠
で
「
ナ
ン
ソ
不
可
ト
セ
ン
ャ
」
と
、
反
論
し

た
の
で
あ
る
。
羅
山
の
こ
の
発
言
は
、
彼
が
生
涯
五
山
の
禅
僧
や
仏

教
信
者
の
文
化
人
た
ち
と
交
遊
し
続
け
た
生
活
ぶ
り
を
想
起
さ
せ
る
。

排
仏
論
も
含
め
る
韓
愈
の
思
想
に
つ
い
て
、
朱
子
は
『
昌
黎
先
生

於
身
」
と
い
い
、
韓
愈
の
理
に
対
す
る
認
識
及
び
そ
の
修
養
の
至
ら

な
い
点
を
指
摘
し
た
。
⑳
の
最
後
に
、
羅
山
が
醇
文
清
の
論
を
引
い

（
別
）

て
陳
淳
の
韓
愈
論
を
斥
け
た
が
、
こ
れ
は
羅
山
の
韓
愈
評
価
が
朱
子

の
そ
れ
か
ら
離
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

羅
山
は
、
朱
・
陳
と
違
っ
て
、
韓
愈
の
排
仏
論
に
対
し
て
寛
容
ま

た
は
擁
護
す
る
態
度
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
羅
山
が
韓
愈

の
影
響
を
受
け
る
こ
と
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。

も
と
に
戻
る
が
、
羅
山
は
、
「
仏
虚
儒
実
」
を
議
論
す
る
場
合
、

仏
教
の
こ
と
を
「
偽
り
」
だ
と
批
判
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
朱
子

が
「
釈
言
空
、
儒
言
実
、
釈
言
無
、
儒
言
有
」
と
い
う
場
合
、
「
有
」

や
「
無
」
は
、
理
の
有
無
を
指
し
て
い
う
の
で
あ
り
、
そ
の
真
偽
を

弁
ず
る
意
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
「
仏
虚
儒
実
」
点
に
つ
い
て
は
、

羅
山
の
考
え
は
朱
子
の
そ
れ
と
相
違
す
る
。
ま
た
、
仏
教
を
蔑
視
的

に
見
て
い
る
態
度
も
朱
子
の
そ
れ
と
異
な
る
。

（
二
）
仏
教
の
社
会
的
な
影
響
に
対
す
る
批
判

ａ
、
社
会
・
経
済
領
域
に
お
け
る
排
仏
論

一
六
五
四
年
、
七
十
才
の
羅
山
が
石
川
丈
山
へ
の
手
紙
の
中
で
次

の
よ
う
に
論
じ
た
。

惟
夫
算
二
浮
屠
所
Ｐ
収
、
毎
二
一
州
二
万
餌
則
六
十
余
万
、
或

二
万
糾
則
百
二
十
余
万
。
其
外
施
噺
之
費
未
レ
知
幾
多
也
。
我

（
副
）

朝
神
国
已
為
二
仏
国
↓
。
肝
、
神
似
レ
不
し
神
乎
。
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こ
こ
で
、
羅
山
は
寺
院
が
社
会
財
産
を
占
有
す
る
こ
と
に
不
満
を
感

じ
、
仏
教
の
勢
力
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
神
国
で
あ
る
日
本
が
仏
の
国

（
記
）

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
嘆
い
た
の
で
あ
る
。
前
説
し
た
よ
う
に
、

羅
山
は
仏
を
「
一
黙
胡
」
と
呼
び
仏
教
を
「
夷
狄
之
法
」
と
見
て
い

た
。
そ
れ
故
、
彼
は
「
神
国
」
日
本
が
「
仏
国
」
ｌ
夷
狄
の
国
ｌ
に

な
ら
な
い
よ
う
に
仏
教
を
排
斥
し
よ
う
と
説
い
た
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
社
会
・
経
済
領
域
に
お
け
る
排
仏
論
は
、
羅
山
が
生

涯
通
じ
て
行
っ
て
き
た
。

⑳
我
朝
神
明
の
あ
ま
つ
ひ
つ
き
傳
へ
給
ひ
し
昔
よ
り
国
冨
民
ゆ
た

か
に
し
て
風
俗
う
す
か
ら
ず
…
…
中
古
徳
お
と
ろ
へ
政
き
び
し

く
な
り
も
て
ゆ
く
に
、
仏
法
の
は
じ
め
て
我
朝
に
っ
た
は
る
事
。

欽
明
天
皇
よ
り
濫
膓
し
て
推
古
天
皇
よ
り
こ
の
か
た
、
い
よ
い

よ
さ
か
ん
な
る
ゆ
へ
に
君
臣
士
民
に
い
た
る
ま
で
財
産
を
つ
く

し
田
園
を
す
て
て
、
多
く
の
寺
塔
を
建
立
す
。
天
平
年
中
に
大

寺
を
た
て
大
仏
を
つ
く
り
天
下
の
工
を
費
し
、
又
諸
国
七
道
に

も
国
分
寺
を
作
る
、
其
費
す
で
に
正
税
十
分
の
五
な
り
…
…
国

（
認
）

の
衰
弊
お
し
て
し
る
べ
し
。

⑳
八
耳
王
子
十
七
ケ
条
の
憲
法
、
其
第
二
篤
信
三
宝
。
三
宝
と
は

佛
法
僧
也
云
云
…
…
孟
子
日
諸
侯
之
宝
三
、
土
地
人
民
政
事

：
。
：
．
太
子
の
不
知
之
事
、
何
そ
い
ふ
に
た
ら
ん
。
其
上
太
子
寺

を
お
お
く
建
立
し
た
ま
ふ
、
万
民
百
姓
の
く
る
し
み
か
な
し
み
、

あ
け
て
い
ふ
へ
か
ら
ず
。
あ
あ
太
子
何
そ
六
斎
の
放
生
に
仁
あ

り
て
天
下
の
人
民
に
仁
あ
ら
ざ
る
や
。
何
そ
仏
法
僧
を
た
か
ら

（
認
）

と
し
て
人
民
を
宝
と
せ
ざ
る
や
。

右
の
⑳
は
、
元
和
七
（
一
六
二
二
年
に
羅
山
『
徒
然
草
』
の
解
説

書
と
し
て
著
し
た
『
野
槌
』
の
一
節
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
仏
教
信

仰
の
流
行
に
従
っ
て
、
寺
塔
や
仏
像
の
建
設
が
盛
ん
に
な
り
、
社
会

の
財
物
が
消
耗
さ
れ
国
力
が
衰
え
て
し
ま
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
⑳
で
は
、
聖
徳
太
子
が
仏
教
を
信
仰
し
た
故
に
、
国
の
政
治
の

拠
り
所
を
「
土
地
人
民
政
事
」
で
は
な
く
て
「
仏
法
僧
」
に
し
て
し

ま
っ
た
、
こ
の
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
聖
徳
太
子

の
政
治
思
想
が
ま
た
「
万
民
」
を
苦
し
め
る
結
果
に
つ
な
が
る
。
こ

の
点
に
お
い
て
、
羅
山
は
仏
教
の
社
会
的
な
影
響
を
強
く
批
判
し
て

い
る
。こ

の
よ
う
に
、
仏
教
を
信
仰
す
る
こ
と
が
社
会
の
政
治
・
経
済
に

大
き
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
羅
山
も
朱
子
も
ほ

ぼ
同
じ
認
識
を
持
っ
て
い
た
。

右
の
資
料
⑳
は
慶
長
十
一
（
一
六
○
六
）
年
、
⑳
は
元
和
七
（
一
六

二
二
年
の
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
羅
山
が
儒
者
と
し
て
ま
だ
幕
府

（
弱
）

内
で
重
要
な
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
は
こ
の
時

か
ら
す
で
に
仏
教
信
仰
が
国
の
財
政
に
重
大
な
損
失
を
与
え
、
国
の

政
治
基
盤
を
揺
る
が
す
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ｂ
、
人
倫
問
題
に
お
け
る
排
仏
論

人
倫
問
題
を
め
ぐ
る
羅
山
の
仏
教
批
判
は
、
彼
の
排
仏
論
の
中
で
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多
く
見
か
け
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
点
に
つ
い
て
早
く
か
ら
研
究
が
進

（
弱
）

め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
朱
子
学
者
で
あ
る
以
上
、
人
倫
問
題
の

点
で
排
仏
論
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
は
当
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

羅
山
の
排
仏
論
の
特
色
が
ど
こ
に
あ
る
か
。
こ
の
点
は
、
問
題
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
朱
子
の
説
と
比
較
し
な
が
ら
人
倫
問
題
に
お
け
る
羅
山

の
排
仏
論
を
考
察
し
、
右
の
問
題
に
対
す
る
私
な
り
の
検
討
を
加
え

て
み
る
。

⑳
虎
狼
、
仁
也
、
以
レ
不
し
食
二
其
子
一
故
也
。
彼
（
大
燈
国
師
）
滅
二

（
卵
）

人
倫
一
而
絶
二
義
理
一
、
畷
し
葵
不
レ
及
レ
放
し
覺
、
況
於
レ
此
哉
。

⑳
馬
子
試
し
君
誠
仏
之
罪
也
。
：
：
：
馬
子
非
下
一
菅
展
驍
入
二
於
其
（
仏

教
）
中
一
而
已
上
至
二
其
犯
し
上
好
し
乱
之
事
一
、
則
仏
法
之
為
し
弊

（
認
）

也
大
実
。
不
し
可
し
不
し
戒
し
之
。

⑳
道
は
人
倫
を
離
れ
す
。
男
女
に
始
り
て
父
子
あ
り
、
父
子
あ
れ

は
則
君
臣
あ
り
兄
弟
あ
り
朋
友
あ
り
。
世
を
の
が
ら
ふ
る
者
、

身
の
い
さ
ぎ
よ
か
ら
ん
事
を
ね
が
ひ
て
人
倫
の
道
を
乱
る
。
こ

れ
聖
人
の
い
ま
し
め
也
。
い
か
ん
ぞ
人
を
鳥
獣
の
群
に
同
じ
う

（
弱
）

せ
ん
や
。

右
の
⑳
は
、
大
燈
国
師
が
愛
欲
を
絶
つ
た
め
に
自
分
の
子
供
を
煮
て

食
べ
た
、
と
い
う
い
い
伝
え
に
対
す
る
羅
山
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

こ
こ
で
羅
山
は
、
虎
狼
も
「
不
食
其
子
」
の
に
仁
が
あ
る
、
そ
れ
に

対
し
て
、
大
燈
国
師
の
行
為
が
「
減
人
倫
而
絶
義
理
」
、
と
批
判
す
る
。

⑳
は
、
蘇
我
馬
子
が
崇
峻
天
皇
を
謀
殺
し
た
事
件
に
つ
い
て
の
論
評

で
あ
る
。
こ
こ
で
、
羅
山
は
馬
子
の
「
試
君
」
の
こ
と
が
「
仏
之
罪
」

だ
と
い
い
、
仏
教
を
信
仰
す
る
こ
と
と
君
主
を
殺
す
こ
と
を
必
然
的

に
結
び
つ
け
た
。
そ
こ
で
、
「
犯
上
好
乱
」
な
ど
の
仏
法
に
よ
る
「
弊
」

を
防
ぐ
た
め
に
、
仏
教
を
警
戒
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
羅
山
が

い
壷
フ
の
で
あ
る
。

資
料
⑳
は
、
仏
教
の
悪
影
響
が
⑳
と
⑳
の
よ
う
な
具
体
的
な
親
子

ま
た
は
君
臣
関
係
に
現
れ
た
だ
け
で
は
な
く
て
、
更
に
男
女
、
父
子
、

君
臣
、
兄
弟
、
朋
友
な
ど
社
会
一
般
の
人
間
関
係
に
広
く
適
用
す
る

発
言
で
あ
る
。
つ
ま
り
羅
山
は
、
仏
教
信
仰
と
「
乱
人
倫
之
道
」
と
、

両
者
が
必
然
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
説
こ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。

右
の
よ
う
に
、
仏
教
を
信
仰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
倫
が
乱
れ
て

い
く
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
羅
山
は
力
を
惜
し
ま
ず
に
批
判
し
た
が
、

こ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
彼
は
更
に
仏
教
の
教
え
が
な
ぜ
「
乱
人
倫

之
道
」
の
結
果
を
導
い
た
か
、
そ
の
原
因
を
究
明
し
よ
う
と
し
た
。

羅
山
が
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。

⑪
浮
屠
氏
畢
寛
以
二
山
河
大
地
一
為
し
仮
、
人
倫
為
二
幻
妄
一
、
遂
絶
。

減
義
理
一
有
し
罪
二
於
我
道
一
。
故
日
、
事
し
君
必
忠
事
し
親
必
孝
。

彼
去
二
君
臣
一
棄
二
父
子
一
以
求
レ
道
、
我
未
し
聞
三
君
父
之
外
別
有
二

（
帥
）

所
謂
道
一
也
。

こ
こ
で
、
羅
山
は
、
浮
屠
氏
が
「
山
河
大
地
」
を
仮
と
し
「
人
倫
」
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を
幻
妄
と
み
な
す
の
で
、
人
々
が
こ
の
仏
教
の
教
え
を
信
ず
れ
ば
、

義
理
を
絶
滅
し
儒
道
に
対
し
て
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
の
で

あ
る
。
ま
た
、
羅
山
か
ら
見
れ
ば
、
儒
道
が
具
体
的
に
い
う
と
「
事

君
必
忠
事
親
必
孝
」
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
君
子
父
子
な
ど
の
現
実

の
人
間
関
係
を
離
れ
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
仏
教

の
「
去
君
臣
棄
父
子
以
求
道
」
の
思
想
が
批
判
さ
れ
る
べ
き
の
で
あ

ブ
（
》
○

羅
山
は
ま
た
、

⑫
詩
云
、
鳶
飛
戻
し
天
魚
躍
二
於
淵
一
、
言
上
下
察
也
…
…
夫
天
地

上
下
之
間
、
鳶
不
レ
躍
二
於
淵
一
魚
不
レ
戻
二
於
天
一
。
君
尊
在
し
上

臣
卑
在
し
下
、
父
有
二
父
道
一
子
有
二
子
道
一
、
男
治
レ
外
女
治
レ
内
。

此
道
万
古
如
レ
此
、
常
常
不
し
変
。
故
挙
二
鳶
魚
一
以
明
下
道
体
之

（
制
）

在
二
面
前
一
者
與
二
活
物
躍
動
一
相
似
上
。

と
論
じ
る
。
こ
こ
で
羅
山
は
、
「
鳶
不
躍
於
淵
魚
不
戻
於
天
」
と
い

う
自
然
界
の
不
可
変
な
規
則
を
説
い
た
上
で
、
人
間
社
会
に
お
け
る

「
尊
卑
上
下
」
も
「
男
治
外
女
治
内
」
の
役
割
分
担
も
こ
の
自
然
界

の
規
則
に
比
す
る
固
定
不
変
性
を
も
つ
、
と
論
じ
る
。

『
性
理
字
義
諺
解
』
の
中
で
も
、
羅
山
は
こ
の
秩
序
の
整
然
さ
を

（
配
）

非
常
に
強
調
し
て
論
じ
た
。

⑳
と
⑫
と
合
わ
せ
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
議
論
の
中
に
、
羅
山
の
排

仏
論
に
と
っ
て
一
つ
前
提
的
な
認
識
が
潜
ん
で
い
る
点
に
注
目
し
た

い
。
そ
れ
は
、
「
山
河
大
地
」
も
「
人
倫
」
も
確
実
な
ｌ
仮
で
も
幻

妄
で
も
な
い
ｌ
存
在
で
あ
る
、
そ
の
上
、
人
間
社
会
の
「
君
子
父
子
」

も
自
然
界
の
「
鳶
魚
」
と
同
様
に
そ
の
「
万
古
如
此
、
常
常
不
変
」

の
い
わ
ゆ
る
「
道
」
に
従
っ
て
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
の
自

然
界
や
人
間
社
会
に
対
す
る
羅
山
の
認
識
で
あ
る
。
も
し
本
当
に
そ

う
い
え
る
と
す
れ
ば
、
仏
教
の
「
以
山
河
大
地
為
仮
人
倫
為
幻
妄
」

と
い
う
基
本
思
想
が
羅
山
の
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
。
羅
山
に
よ
れ

ば
、
仏
教
の
こ
の
よ
う
な
自
然
・
社
会
観
は
「
絶
滅
義
理
」
の
悪
果

を
も
た
ら
し
た
原
因
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
右
の
史
料
⑪
と
⑫
に
提
示
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
朱

子
は
ど
う
考
え
て
い
た
か
。
以
下
は
、
羅
山
の
発
言
と
比
較
し
な
が

ら
こ
の
点
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

『
朱
子
語
類
』
に
次
の
記
録
が
あ
る
。

⑬
問
、
有
二
是
理
一
便
有
二
是
気
一
、
似
し
不
し
可
分
二
先
後
一
。
（
朱
子
）

日
、
要
し
之
、
也
先
有
し
理
。
只
不
レ
可
レ
説
下
是
今
１
日
有
二
是
理
一
、

明
日
却
有
中
是
気
上
。
也
須
レ
有
二
先
ｌ
後
一
。
且
如
万
一
山
河
大
地

（
“
）

都
陥
了
、
畢
寛
理
却
只
在
二
這
裏
一
・

朱
子
に
よ
れ
ば
、
気
の
固
ま
り
で
あ
る
「
山
河
大
地
」
は
、
一
時
的

な
存
在
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
理
は
根
源
的
・
永

遠
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
仮
に
山
河
大
地
が
崩
壊
し
た
と
し
て

も
理
は
存
在
し
続
け
る
。

ま
た
、
朱
子
は
「
有
し
高
必
有
し
下
、
有
し
大
必
有
し
小
、
皆
是
理
必

（
“
）

当
し
如
レ
此
」
と
い
い
、
「
高
下
」
「
大
小
」
が
理
の
必
然
だ
と
論
じ
る
。
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更
に
、
「
天
地
会
し
壊
否
」
の
質
問
に
対
し
て
朱
子
は
、
「
不
レ
会
し
壊
。

只
是
相
二
将
人
無
し
道
極
了
一
、
便
一
斉
打
合
混
沌
一
番
、
人
物
都
尽
、

（
開
）

又
重
新
起
」
と
答
え
る
。
つ
ま
り
、
「
無
道
極
了
」
の
場
合
、
人
も

物
も
混
沌
ｌ
「
高
下
」
な
し
’
の
状
態
に
な
り
、
す
べ
て
の
自
然
界

や
社
会
の
秩
序
が
再
建
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
彼
が
考
え
た
の

で
あ
る
。
朱
子
の
意
を
繰
り
返
し
て
い
え
ば
、
山
河
大
地
の
存
続
と

そ
れ
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
の
秩
序
は
す
べ
て
理
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

朱
子
は
ま
た
、

⑭
太
極
是
五
行
陰
陽
之
理
皆
有
。
不
二
是
空
底
物
事
一
…
…
釈
氏
只

是
見
ゴ
得
皮
殼
一
、
裏
面
許
多
道
理
他
却
不
し
見
、
他
皆
以
二
君
臣

（
“
）

父
子
一
為
二
幻
妄
一
・

と
い
い
、
史
料
⑪
の
羅
山
と
同
じ
く
、
仏
教
の
「
以
君
臣
父
子
為
幻

妄
」
の
思
想
を
批
判
す
る
。
た
だ
し
、
朱
子
は
こ
こ
で
、
仏
教
の
「
裏

面
許
多
道
理
」
を
見
な
い
点
を
そ
の
原
因
と
し
て
指
摘
す
る
。

朱
子
に
と
っ
て
は
、

⑮
未
し
有
二
這
ｌ
事
一
先
有
二
這
理
一
。
如
下
未
し
有
二
君
ｌ
臣
一
、
已
先
有
二

（
師
）

君
臣
之
理
一
。
未
し
有
二
父
子
一
、
已
先
有
中
父
子
之
理
上
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
君
臣
・
父
子
の
よ
う
な
現
実
的

な
人
間
関
係
に
先
立
つ
理
の
存
在
が
強
調
さ
れ
る
。
前
掲
⑪
み
て
い

た
、
「
道
」
が
君
父
を
離
れ
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う

羅
山
の
見
解
は
、
朱
子
の
こ
れ
と
相
違
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
朱
子
は
「
君
臣
父
子
」
や
「
山
河
大
地
」
の
奥
に

あ
る
「
理
」
を
常
に
意
識
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
羅
山
は
こ
の
「
理
」

（
銘
）

を
見
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
羅
山
は
「
万
古
如
此
」
の
「
山
河
大
地
」
に
基
づ
く
固

定
不
変
の
人
倫
道
徳
を
重
視
し
て
説
い
た
が
、
朱
子
が
指
摘
し
た
そ

こ
の
奥
に
あ
る
「
理
」
に
関
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
重
視
し
て
説
こ
う
と

し
な
か
っ
た
。

さ
て
、
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
羅
山
の
排
仏
論
の
彼
ら
し
い
特

色
が
明
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
つ
ま
り
、
羅
山
は
仏
教
を
信
仰
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
起
っ
た
「
絶
滅
義
理
」
や
「
乱
人
倫
之
道
」
な
ど
の

現
象
を
批
判
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
仏
教
が
自
然
界
・
人
間
社
会

を
「
幻
妄
」
Ｉ
固
定
不
変
な
存
在
で
は
な
い
Ｉ
と
見
て
い
る
点
も
批

判
し
た
。
羅
山
に
と
っ
て
は
、
後
者
が
前
者
の
原
因
で
あ
る
と
同
時

に
仏
教
の
最
大
な
問
題
で
も
あ
る
。

右
の
羅
山
の
見
解
に
対
し
て
、
史
料
⑩
や
⑭
に
見
え
る
よ
う
に
、

朱
子
は
仏
教
の
「
反
易
天
常
珍
滅
人
理
」
の
原
因
が
性
の
本
然
や
道

Ⅱ
理
を
見
え
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
る
と
、
認
識
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
朱
子
も
羅
山
も
、
仏
教
信
仰
が
も
た
ら
し
た
人
倫
破
壊
の

悪
結
果
を
批
判
す
る
が
、
両
者
が
見
出
し
た
そ
の
根
本
的
な
原
因
ｌ

仏
教
の
最
大
の
問
題
点
と
も
い
え
る
ｌ
は
異
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
問
題
に
関
し
て
韓
愈
は
「
原
道
」
の
中
で
、

君
者
出
し
令
者
也
、
臣
者
行
二
君
之
令
一
而
致
二
之
民
一
者
也
、
民
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者
出
二
粟
米
麻
糸
一
作
二
器
Ⅲ
｜
通
二
貨
財
一
以
事
二
其
上
一
者
也
。
君

不
し
出
し
令
則
失
三
其
所
。
以
為
咳
君
、
臣
不
下
行
二
君
之
令
一
而
致
中

之
民
上
、
則
失
三
其
所
．
以
為
Ｐ
臣
、
民
不
下
出
二
粟
米
麻
糸
一
作
二

器
Ⅲ
｜
通
二
貨
財
一
以
事
中
其
上
上
則
詠
。
今
其
（
仏
教
）
法
日
、
必

棄
二
而
君
臣
一
去
二
而
父
子
一
、
禁
二
而
相
生
養
之
道
一
以
求
二
其
所

謂
清
浄
寂
滅
者
一
…
…
今
也
挙
二
夷
狄
之
法
一
、
而
加
二
之
先
王
之

（
的
）

教
之
上
一
、
幾
何
其
不
一
胄
而
為
Ｆ
夷
也
。

と
論
ず
る
。
つ
ま
り
、
「
君
」
も
指
導
者
と
し
て
ト
ッ
プ
に
立
ち
、
「
臣
」

や
「
民
」
も
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
役
割
を
果
た
す
、
こ
れ
こ
そ
人
間
社

会
の
理
想
像
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
々
が
仏
教
を
信
仰
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
「
君
臣
父
子
」
に
代
表
さ
れ
る
諸
々
の
秩
序
を
維
持
す
る

規
範
が
捨
て
ら
れ
、
現
実
社
会
の
中
で
「
先
王
之
教
」
が
実
行
で
き

な
く
な
る
。
韓
愈
は
、
「
棄
而
君
臣
去
而
父
子
」
の
秩
序
の
崩
壊
に

よ
っ
て
国
が
「
夷
」
に
な
る
事
を
最
も
恐
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
仏
教
を
排
斥
し
よ
う
と
い
う
韓
愈
の
姿
勢
は
羅

山
の
そ
れ
と
似
通
う
。

ま
た
、
仏
教
を
信
仰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
の
自
然
界
や
人

間
社
会
及
び
そ
れ
ら
を
維
持
す
る
秩
序
や
規
範
の
存
在
が
無
視
さ
れ

て
し
ま
う
、
こ
の
点
こ
そ
仏
教
の
最
大
な
問
題
点
だ
と
羅
山
も
韓
愈

も
考
え
た
。
こ
れ
が
ま
た
彼
ら
の
排
仏
論
の
共
通
の
課
題
と
な
っ
て

い
つ
勺
○

本
稿
は
、
朱
子
や
韓
愈
の
思
想
と
比
較
し
な
が
ら
、
主
に
仏
教
の

教
理
に
対
す
る
批
判
と
仏
教
の
社
会
的
な
影
響
に
対
す
る
批
判
と
い

う
二
つ
の
面
か
ら
林
羅
山
の
排
仏
論
を
考
察
し
、
以
下
の
よ
う
な
結

論
に
至
っ
た
。

羅
山
は
朱
子
と
同
じ
く
、
仏
教
思
想
を
排
斥
す
る
立
場
を
取
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
「
仏
教
の
ど
の
点
が
最
大
な
問
題
点
で
あ
っ
た
か
」

の
質
問
に
対
す
る
両
者
の
答
え
は
大
き
く
相
違
す
る
。
こ
の
回
答
の

違
い
に
よ
っ
て
両
者
の
排
仏
論
の
具
体
的
な
内
容
も
異
な
っ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
朱
子
は
一
貫
し
て
心
性
論
の
面
Ｉ
性
即
理
の
立
場
Ｉ
か
ら

仏
教
批
判
を
展
開
さ
せ
た
の
に
対
し
て
、
羅
山
は
こ
の
点
を
そ
れ
ほ

ど
重
視
し
て
論
究
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
羅
山
の
心
性
・
理
気
論
を

検
討
す
る
上
で
非
常
に
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
彼
の
世

界
観
や
人
間
観
、
社
会
・
政
治
論
、
文
芸
・
教
育
論
の
中
で
も
反
映

さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
今
後
の
羅
山
研
究
の
中
で
こ
の
成
果
を
生
か

し
た
い
と
思
う
。

従
来
の
研
究
史
の
中
で
、
堀
氏
に
代
表
さ
れ
る
、
羅
山
の
排
仏
論

が
「
朱
子
学
一
辺
倒
」
で
朱
子
の
排
仏
論
と
違
わ
な
い
、
と
の
説
が

あ
る
が
、
本
稿
の
考
察
に
よ
っ
て
、
こ
の
説
を
改
め
た
い
と
思
う
。

ま
た
、
羅
山
の
思
想
と
唐
代
の
韓
愈
の
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て

終
わ
り
に
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は
、
従
来
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
は
、

排
仏
論
に
お
け
る
両
者
の
類
似
点
を
指
摘
し
、
羅
山
の
思
想
形
成
を

研
究
す
る
上
で
の
新
た
な
視
点
を
見
つ
け
よ
う
と
試
み
た
。

さ
て
、
江
戸
初
期
の
儒
者
林
羅
山
の
排
仏
論
を
考
え
る
際
に
、
日

本
の
中
世
以
来
の
神
仏
習
合
の
思
想
伝
統
や
当
時
の
幕
府
の
宗
教
統

制
の
政
策
、
及
び
民
衆
の
宗
教
感
覚
な
ど
、
羅
山
を
取
り
巻
く
歴
史

的
・
社
会
的
な
現
状
を
合
わ
せ
て
考
盧
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま

た
、
羅
山
自
身
は
幼
少
時
代
か
ら
禅
宗
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
日

本
の
仏
教
界
と
多
く
関
わ
っ
て
い
た
し
、
清
原
家
の
神
道
を
学
ん
で

更
に
そ
れ
を
自
分
の
思
想
の
中
に
取
り
入
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
が
、

排
仏
論
を
含
む
羅
山
の
宗
教
思
想
の
複
雑
さ
を
増
し
て
い
く
。
こ
れ

ら
の
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

註
（
１
）
井
上
哲
次
郎
『
日
本
朱
子
学
派
之
哲
学
』
（
富
山
房
一
九
○

五
年
）
、
辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
第
一
○
巻
（
岩
波
書
店
一

九
五
五
年
）
、
堀
勇
雄
『
林
羅
山
』
（
吉
川
弘
文
館
一
九
六
四
年
）
、

源
了
圓
「
近
世
儒
者
の
仏
教
観
ｌ
近
世
に
お
け
る
儒
教
と
仏
教
と
の

交
渉
ｌ
」
（
『
仏
教
の
比
較
思
想
論
的
研
究
』
所
収
東
京
大
学
出
版

会
一
九
七
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
２
）
前
掲
堀
書
第
九
章
の
第
二
節
「
排
仏
論
と
神
道
説
」
に
拠
る
。

（
３
）
清
の
学
者
紀
曉
嵐
は
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
巻
十
八
「
姑
妄
聴
之
」

巻
四
の
中
で
韓
愈
の
排
仏
論
に
つ
い
て
「
抑
嘗
聞
五
台
僧
明
玉
之
言

日
、
關
仏
之
説
、
宋
儒
深
而
昌
黎
浅
、
宋
儒
精
而
昌
黎
粗
。
然
而
披

総
衣
之
徒
畏
昌
黎
不
畏
宋
儒
、
街
昌
黎
不
街
宋
儒
也
。
蓋
昌
黎
所
關
、

檀
施
供
養
之
仏
也
、
為
愚
夫
婦
言
之
也
。
宋
儒
所
關
、
明
心
見
性
之

仏
也
、
為
士
大
夫
言
之
也
。
天
下
士
大
夫
少
而
愚
夫
婦
多
、
僧
徒
之

所
取
給
亦
資
於
士
大
夫
者
少
、
資
於
愚
夫
婦
者
多
。
使
昌
黎
之
説
勝
、

則
香
積
無
煙
祇
園
無
地
、
難
有
大
善
知
識
、
能
率
恒
河
沙
衆
梠
腹
露

宿
而
説
法
哉
」
と
論
じ
、
韓
愈
の
排
仏
論
の
社
会
的
な
影
響
力
を
強

調
す
る
一
説
を
示
す
。

（
４
）
鵺
友
蘭
『
中
国
哲
学
史
』
（
商
務
印
書
館
一
九
三
四
年
初
版
）
、

張
君
勵
二
、
唇
ミ
ｇ
ミ
、
ミ
ミ
寺
こ
‐
Ｃ
Ｏ
ご
胃
ミ
ミ
ニ
。
是
三

宝
の
急
昌
○
員
昏
昊
白
目
シ
ゆ
め
○
の
宮
①
の
一
九
五
七
年
）
、
陳
栄
捷
「
欧

米
の
朱
子
学
」
（
朱
子
学
大
系
『
朱
子
学
入
門
』
所
収
、
明
徳
出
版

社
一
九
七
四
年
）
、
荒
木
見
悟
『
新
版
仏
教
と
儒
教
』
（
研
文
出
版

一
九
九
三
年
）
、
吉
川
幸
次
郎
・
三
浦
国
雄
『
朱
子
集
』
（
中
国
文
明

選
朝
日
新
聞
社
一
九
七
六
年
）
。

（
５
）
『
朱
文
公
文
集
』
巻
七
○
「
読
大
紀
」
。

（
６
）
『
朱
文
公
文
集
』
巻
四
三
「
答
李
伯
諫
書
」
。

（
７
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
六
王
過
録
。

（
８
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
六
塵
謙
録
。

（
９
）
朱
子
『
大
学
章
句
』
の
序
文
。

（
岨
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
六
播
柄
録
。

（
Ⅱ
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
沈
燗
録
。

（
皿
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
六
塵
徳
明
録
。

（
旧
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
六
甘
節
録
。

（
Ｍ
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
六
甘
節
録
。

（
旧
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
六
甘
節
録
。

（
肥
）
朱
子
『
孟
子
集
注
』
「
告
子
章
句
上
」
。
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（
Ⅳ
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
六
万
人
傑
録
。

（
肥
）
『
朱
文
公
文
集
別
集
』
「
釈
氏
論
上
」
。

（
岨
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
六
万
人
傑
録
。

（
別
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
六
鄭
可
学
録
。

（
別
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
六
鄭
可
学
録
。

（
〃
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
六
沈
燗
録
。

兎
）
『
朱
文
公
文
集
』
巻
一
○
○
「
勧
女
道
還
俗
榛
」
。

（
別
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
六
葉
賀
孫
録
。

（
閉
）
朱
子
『
論
語
集
注
』
「
為
政
」
。

元
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
六
万
人
傑
録
。

（
〃
）
『
朱
文
公
文
集
』
巻
三
○
「
答
汪
尚
書
」
。

（
邪
）
こ
の
論
争
の
時
期
に
つ
い
て
、
島
本
昌
一
氏
が
『
松
永
貞
徳
ｌ

俳
譜
師
へ
の
道
ｌ
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
三
年
）
の
中
で
、

「
こ
の
論
争
は
慶
長
十
七
、
八
年
で
あ
ろ
う
」
と
主
張
し
な
が
ら
疑

問
も
残
し
た
。
筆
者
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
慶
長
十
二
か
十
三
（
一
六

○
八
）
年
の
こ
と
だ
と
推
測
す
る
。
そ
の
理
由
①
『
儒
仏
問
答
』
に

ハ
ビ
ァ
ン
だ
と
想
定
さ
れ
る
人
物
が
批
判
対
象
と
し
て
登
場
す
る
。

ま
た
、
ハ
ビ
ア
ン
の
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
の
脱
会
に
少
し
も
触
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
出
来
事
は
『
妙
貞
問
答
』
（
井
手

勝
美
の
研
究
に
よ
る
と
、
現
存
最
も
古
い
写
本
が
一
六
○
五
年
の
も

の
で
あ
る
）
が
流
布
し
て
か
ら
、
ハ
ビ
ァ
ン
が
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
脱

会
す
る
一
六
○
八
年
ま
で
の
間
の
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ

る
。
②
『
儒
仏
問
答
』
に
収
め
ら
れ
た
羅
山
側
の
書
簡
が
『
林
羅
山

先
生
外
集
』
（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
に
「
自
駿
府
遣
頌
遊
状
」
と
い
う

題
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
羅
山
が
正
式
に
家
康
の
駿
府
城
に
入
っ
た

の
は
、
慶
長
十
二
（
一
六
○
七
）
年
の
三
月
か
ら
で
あ
っ
た
。

（
別
）
狩
野
文
庫
収
蔵
の
刊
本
に
拠
る
。

（
別
）
『
儒
仏
問
答
』
「
問
第
二
件
」
。

（
別
）
『
儒
仏
問
答
』
「
問
第
五
件
」
。

（
犯
）
『
林
羅
山
文
集
』
巻
三
「
寄
頌
遊
」
。

（
銘
）
『
儒
仏
問
答
』
「
問
第
一
件
」
。

（
弘
）
『
儒
仏
問
答
』
「
問
第
十
八
件
」
。

（
弱
）
『
本
朝
神
社
考
』
上
之
二
「
日
吉
」
。

（
邪
）
『
儒
仏
問
答
』
「
問
第
十
三
件
」
。

（
師
）
『
林
羅
山
文
集
』
巻
五
十
五
「
神
社
考
詳
節
賊
」
。

（
銘
）
こ
の
点
は
、
東
北
大
学
玉
懸
博
之
教
授
の
一
九
九
七
年
度
「
日

本
思
想
史
特
論
」
の
講
義
の
中
で
教
示
を
受
け
て
調
べ
た
内
容
で
あ

ブ
（
》
○

（
胡
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
六
「
釈
氏
」
の
全
部
百
三
十
六
条
の
語

録
の
中
に
、
朱
子
が
仏
教
の
こ
と
を
指
し
て
「
夷
狄
」
と
い
う
の
は

一
個
所
し
か
な
い
。

（
柵
）
『
朱
子
語
類
』
で
は
、
「
夷
狄
」
が
当
時
の
中
国
の
北
西
に
あ
る

民
族
や
国
を
指
し
て
い
う
の
で
あ
る
。

（
似
）
韓
愈
「
論
仏
骨
表
」
。

（
蛇
）
韓
愈
「
原
道
」
。

（
嶋
）
『
儒
仏
問
答
』
「
問
第
九
件
」
。

（
“
）
陳
淳
『
北
渓
字
義
』
巻
下
「
道
」
。

（
妬
）
『
性
理
字
義
諺
解
』
（
寛
永
十
六
（
一
六
三
九
）
年
）
か
ら
の
引

用
は
、
内
閣
文
庫
所
蔵
羅
山
自
筆
入
り
の
稿
本
に
拠
る
。

（
妬
）
『
性
理
字
義
諺
解
』
巻
三
「
道
字
」
。

（
岬
）
『
性
理
字
義
諺
解
』
巻
三
「
道
字
」
。

（
銘
）
朱
子
は
、
『
昌
黎
先
生
集
考
異
』
巻
九
「
外
集
」
巻
第
二
「
与
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大
顛
師
書
」
の
中
で
、
方
嵌
卿
（
『
韓
集
挙
正
』
の
編
著
者
）
の
「
其

決
為
韓
公
之
文
、
而
非
直
人
之
所
能
作
、
無
疑
突
」
の
見
解
に
対
し

て
「
以
余
考
之
：
：
：
恐
欧
、
童
、
方
（
癌
卿
）
意
誠
不
為
過
・
」
と

い
い
、
方
氏
な
ど
の
説
に
賛
同
の
意
を
示
し
た
。

（
棚
）
『
昌
黎
先
生
集
考
異
』
巻
第
五
「
與
孟
尚
書
」
・
同
書
巻
九
「
外
集
」

巻
第
二
「
与
大
顛
師
書
」
の
中
で
朱
子
が
「
韓
公
之
事
、
余
於
答
孟

簡
書
蓋
已
論
其
詳
突
、
故
不
復
論
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
文
を
指
す

と
判
断
す
る
。

（
別
）
蒔
文
情
の
『
読
書
録
』
巻
三
に
、
「
後
学
因
見
朱
子
兼
論
其
得
失
、

而
不
知
此
乃
責
備
賢
者
之
意
、
遂
妄
論
前
賢
若
不
屑
為
者
、
其
可
謂

不
知
量
也
甚
実
。
…
．
：
故
論
韓
子
之
得
失
、
在
周
、
程
、
張
、
朱
数

君
子
則
可
、
筍
未
及
数
君
子
、
皆
当
自
責
自
求
、
殆
未
可
軽
加
舐
議
、

以
取
僧
妄
之
罪
也
」
と
あ
る
。

（
別
）
『
林
羅
山
文
集
』
巻
七
「
示
丈
山
」
。
「
承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
」

と
記
さ
れ
る
。

（
兇
）
前
掲
堀
説
に
よ
る
と
、
社
会
・
経
済
領
域
に
お
け
る
排
仏
論
は
、

羅
山
が
幕
府
の
重
役
に
就
い
て
か
ら
形
成
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
の
資
料
か
ら
見
れ
ば
、
羅
山
が
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
こ
の
領

域
で
の
排
仏
論
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
弱
）
林
羅
山
『
野
槌
』
（
東
北
大
学
狩
野
文
庫
所
蔵
再
刻
本
）
の
第

二
段
。
こ
の
段
落
に
つ
い
て
吉
澤
貞
人
氏
の
『
野
槌
』
の
初
刻
本
に

依
拠
す
る
翻
刻
本
（
中
部
日
本
教
育
文
化
会
一
九
九
五
年
）
も
参

考
し
た
が
、
両
者
が
内
容
的
に
相
違
し
な
い
。
以
下
同
様
。

（
別
）
『
儒
仏
問
答
』
「
問
第
十
六
件
」
。

（
閃
）
堀
氏
は
前
掲
書
の
中
で
、
羅
山
の
「
雄
飛
」
の
時
期
、
つ
ま
り

幕
府
内
で
あ
る
程
度
要
職
に
就
い
た
の
は
、
寛
永
期
以
降
の
こ
と
だ

と
指
摘
す
る
。
本
稿
も
こ
れ
に
従
う
。

（
弱
）
井
上
・
辻
・
堀
氏
の
前
掲
書
は
主
な
も
の
で
あ
る
。

（
Ｗ
）
『
林
羅
山
文
集
』
巻
五
十
六
「
告
禅
徒
」
。

（
開
）
『
林
羅
山
文
集
』
巻
二
十
六
「
蘇
馬
子
辮
」
。

（
開
）
『
野
槌
』
第
二
十
五
段
。

（
帥
）
『
林
羅
山
文
集
』
巻
五
十
六
「
論
三
人
」
。

（
田
）
『
林
羅
山
文
集
』
巻
六
十
八
「
随
筆
四
」
。

（
館
）
『
性
理
字
義
諺
解
』
巻
三
「
道
字
」
の
中
で
、
羅
山
は
「
上
下

明
カ
ナ
ラ
サ
」
る
こ
と
な
し
、
の
こ
と
を
強
調
し
た
。

（
船
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
胡
泳
録
。

（
“
）
『
朱
子
語
類
』
巻
九
五
陳
淳
録
。

（
閃
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
包
揚
録
。

（
㈹
）
『
朱
子
語
類
』
巻
九
四
甘
節
録
。

（
師
）
『
朱
子
語
類
』
巻
九
五
陳
文
蔚
録
。

（
銘
）
『
性
理
字
義
諺
解
』
の
「
道
字
」
の
中
で
、
羅
山
は
朱
子
の
「
吾

儒
須
弁
其
理
分
、
君
臣
父
子
皆
定
分
也
。
鳶
必
戻
於
天
、
魚
必
躍
於

淵
・
」
（
『
朱
子
語
類
』
巻
六
三
の
第
十
二
章
）
と
い
う
論
述
を
書
き

写
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
『
林
羅
山
先
生
文
集
』
巻
六
十
八
の
中
で
、

「
鳶
飛
魚
躍
、
道
在
其
中
、
蓋
上
下
定
分
而
君
有
君
道
父
有
父
道
、

為
臣
而
忠
為
子
而
孝
、
其
尊
卑
貴
賤
之
位
古
今
不
可
乱
。
」
と
い
い
、

朱
子
の
い
う
「
理
分
」
が
見
当
た
ら
な
く
な
る
。

（
的
）
韓
愈
「
原
道
」
。

（
東
北
大
学
大
学
院
）
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